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平成 1 6年新年E礼会
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平成 1 6年 1 月 5 日（月）午前 11時より，恒例の新年互

礼会が楠葉学舎において開催された。 田中法人事務部

長の進行により，佐川理事長ならびに古跡学長が新年

の挨拶を述べ，教職員および大学関係者354名が出席

した。 互礼会終了後，会場を食堂に移し，村上常務理

事の乾杯で新春の歓談会が盛大に開催され，和やかな

うちに大阪歯科大学の平成 1 6年がスタートした。
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平成 1 6年の大阪歯科大学の

発展を祝って
理事長佐川寛典

0000000000 （泊 C口 C口 C口 ooooc口 C口 ooc口 ooc口 ooooooooc白 ooc口

明けましておめでとうございます。

今年の干支は甲申（きのえさる）であり，年男である

私にとって，干の甲は「事の始まり J 「新しい気」の意

味をもち，支の申は「伸びること 」「伸ばすこと」の意

味があるといわれているので，同質の目的であって，

まったく正反対の作用が生じ，「拡大と縮小J 「発展と

収縮」などが考えられ，あたかも大自然や環境を象徴

し，われわれ人類に暗示と警鐘を鳴らしているようで

ある。

さて， 昨年 9 月 22 日に小泉第二次改造内閣が発足し，

文部科学大臣に河村健夫氏が就任した。 河村氏は， 平

成 11年の小淵第二次改造内閣時に文部総括政務次官

を，平成 1 2年の第二次森内閣時に文部総括政務次官，

文部科学副大臣を，平成14年の小泉第一次改造内閣時

こ文部科学副大臣を歴任されておられ，近年の課題山

積の私学教育には，ご理解ある剛毅決断の方であると

聞 く 。

私学における歯科医学教育も複雑多岐にわたり，重

要な問題も多く，私立大学である大阪歯科大学は教職

員一同， 一糸乱れぬ団結をもって，対処しなければな

らない重要な年である。

とくに，国試に関連して昨年厚生労働省から「国家

試験は資格試験である」との明確な回答を得たが，そ

の他の対応すべき諸問題，コ ・ デンタノレスタッフとし

ての歯科衛生士，歯科技工士の資質向上のための制度

改革と育成問題，平成18年に義務化される歯科医師臨

床研修問題等，いまや，歯科医師にとって医学と歯科

医学の医療における基本的問題の改変と改革を真剣に

考え，これを避けて通ることができない時期が到来し

ているのではないだろうか。

今年は，教職員お一人お一人が「生きる力」をもっ

て，この多事多難の時を皆様と共に切り抜けようでは

ありませんか。 年間に交通事故での死亡数は約 1 万人

で，自ら生命を絶つ自殺者は 3 倍の 3 万人を超すとい

う事実は 「生きる力」を失った人が如何に多し、かとい

うことです。 今こそ，私たち教職員は「生きる力」を

培い，この強力なパワーを結集して大阪歯科大学を守

らなければなりません。

次に学生支援として， 「確かな学力」を学生たちに

与えて戴きたいことです。 その為には，①知識と技能，

②学ぶ意欲と思考力，③判断力と表現力，の 3 条件が

必要であり，この 3 条件が揃った時， 「確かな学力」

と言平佃iできるでしょう 。

そして今一度，世界の動きに目を向けると， 9 ・ 11 同

時多発テロに始まったイラク戦争など，戦後秩序の回

復は疎か，未だに，われわれの愛すべき地球に真の平

和は訪れていないが，大阪の堺が生んだ歌人，与謝野

晶子は日露戦争に従軍した弟の奪三郎に送り届けた手

紙に 「君，死にたもうことなかれ ・・・ 」は，あまり

にも有名である。

軍国主義一色にぬられていた当時の日本において，

肉親によせる深い愛情とはいえ，その切切たる呼びか

けは，平和を望む当時の国民に勇気と，そこ知れぬ感

動を与えたものである。 そのため晶子は国賊と誹誘さ

れ，目に見えぬ迫害を受け， 一人歩きもできなかった

と聞く 。 しかし，晶子は人間としてあたりまえのこと

であるとして平然と過ごしたのである。 こ のことこそ，

勇気ある人として，世に称えられるべきことではない

でしょうか。

今，日本の国民は晶子のような真の勇気あるニュー

リーダーを切望し，自然を愛し，人類の平和と幸せを

望んでいるのです。

さて， 46億年前に誕生した地球は，世界の異常気象

に耐え， 温暖化や，東北地方の群発地震など，変動期

であり， 一触即発の危機（touch and go situation）が

迫っています。

日本の誇る断層湖である琵琶湖は670.5平方キロメ
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ートル，湖面標高85メートノレ，最大深度104メートノレ，

風光明婦を保ち，日本一の湖であり，近江の海として，

また「鳩」（にお）の海としての，この美しい自然環境

を持ち続けて欲しいものである。

最後になりましたが， 平成16年は「人の和と粋」 を

大切にし，目標に向かつて，前向きで， 納得のい く人

生を仲よく，助け合い，お一人お一人のご健康とご多

幸をお祈 りし，あわせて私たちの大阪歯科大学にとっ

て革新と飛躍の明るい夢と希望の年でありますことを

願い，新年のご挨拶といたします。

= = C口＝ = 

Cロ CX) 00 CX) 00 

年頭の挨拶を述べる佐川理事長（上） と古跡学長 （下）
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年頭所感
学長古跡養之員
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明けましておめでとうございます。

本年も昨年以上のご支援， ご協力，ご鞭撞を賜り ま

すよう年頭にあたりまして，心からお願い申 し上げま

す。 今年の元旦は今日のよ うに快晴に恵まれ， その上

とても暖かく ， 穏やかな一 日でした。 2004年のスター

トとして，この年を象徴する現われであればこんなに

うれしいことはないと思います。

日本漢字能力検定協会が昨年12月に発表した2003

年「今年の漢字」 は 「虎」 でした。 阪神タイガース 18

年振りの優勝が 「 トラキチ」 ならずとも，大きな印象

となった年なのでしょう 。 ただ私が気になったのは第

2位に選ばれた「戦」 （し、くさ）という文字です。 こ の

漢字は2001年には第 1 位だったのです。 私は2001年

の年頭のご挨拶で20世紀は 「戦争の世紀J , 21世紀は

「心の世紀」 と 述べています。 しかし， 2 1世紀を迎え

ても戦争は少しも終わっていないのです。 第 3位に選

ばれた「乱」と合わせると，まさに 「戦乱」の時代 と

なります。 人類はいつになると目が覚めるのかと情け

無く思います。

今年のウィーン ・ フィルハーモニー管弦楽団のニュ

ーイヤー ・ コンサートにおける指揮者のメ ッセージは

異例に長く，そして内容も単なる 「新年のお祝いJ で

はありませんでした。 「国，人種，肌の色， 宗教，文化

の異なった人々を同じ立場において，すべての人々 が

悲しみや喜びを共感し，そして世界に幸せと平和をも

たらすようウィーン ・ フィルと共に ヨ ハン ・ シュトラワ

ス一家ならびに ヨーゼフ ・ ランナーの音楽を捧げます」

といったものでした。

ローマ法王をはじめ各国各界の指導者が異口 同音

に「平和」 を訴えているにもかかわらず， どうして人

類に 「平和」 は訪れないのでしょうか。 残念でなりま

せん。

本論に入ります。 平成12年12月 ，本学楠葉学舎のこ

の場所で「歯学における教育フ。ログラムについての ワ

ーク ショップJ が ， 全国の歯学部，歯科大学の責任あ

る立場の方々の出席のもとに開催されました。 省みま

すれば，これが「医学 ・ 歯学教育の改善方策」の一環

である 「歯学教育モデノレ・ コア ・ カリキュラム」 が表舞

大阪歯科大学広報第 1 32 号
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台に姿を見せた最初ではなし、かと思います。 当時，い

ちはやく，その思想を取り入れ，カリキュラムの検討

に当っていた本学も，その後約 2 年の歳月を要し，平

成 14年にスタートした新カリキュラムは今年で 3 年

目に入ります。 順調に育って欲しいと思います。 机上

のプランが実践に入り手直しを急ぐ声も上がっている

ようですが，大局を誤らず，このカリキュラムを大き

く成長させていただきたいと願うばかりです。一方で

歯科医師国家試験相対評価説が，厚生労働省の再三の

否定にもかかわらず，警戒感を強めています。 しかし，

我々がひるめば学生諸君はもっと怖じ気付くと思いま

す。 自信を持って事に臨んで下さい。

2004年は医学部にとっては歴史的な年だといわれ

ています。 それは本年 4 月から医師臨床研修の必修化

が実施されるからです。 歯学部も 2 年後にスター卜す

るわけですが，私は研修医一人ひとりが十分満足する

制度としてスタートすることを強く 望みます。 それに

は研修医が研修に専念できるような経済的な裏付けと

環境の整備です。 本学には卒業生を一学年まるまる収

容できる施設はありますが指導医の増強にはまだま

だ努力が必要です。 すでに固から歯科医師免許証を交

付されている研修医に対するカ リキュラムの策定， 1

年後の評価法については， 卒前教育とはまったく次元

の異なったものが作られなければなりません。 2 年間

は決して十分な時間ではないと思います。 歯学部では

2004年が最も熱い議論がされるべき年だと考えます。

卒業生のもう一方の進路である大学院教育も，現在

曲り角にさしかかっております。 わが国の大学院教育

のレベルが低いといわれる大きな理由は，大学の延長

線上に位置する付け足し的な教育機関であるからだと

いわれています。 そして大学院教員については「研

究重視J ' 「教育軽視」の傾向があまりにも強い点が

常に指摘されています。

ノ ーベル賞学者の里子依良治先生はわが国における大

学院充実策とは院生の数を増やすことのみであって，

大学院の理念，使命は議論されていないと述べられ，

欧米の一流大学院の教育内容を日本の大学院と比べる

と相撲でいえば三役と十両，もしかしたら幕下と言い

切っておられます。 まったくその通りで耳が痛いどこ

ろではありません。 そして，日本の大学院生が欧米の

研究者に伍していくことができるかという聞に対して

は，答はNo ！で語学力の不足もさることながら，基礎

学力と一般教養，知性に対する感性のバランス，さら

に自ら考え，自ら主張する力が不足していると述べて

おられます。

アジア諸国のなかでも日本人学生の英語力が低いこ

とはよくいわれます。 その理由は「英語を学ぼうとは

するが，英語で学ぱなし、」からだそうです。 本年 5 月，

コロンビア大学と結ぶ予定の協定のなかに，アメリカ

におけるポストグラデ、ユエートコースの受講という一

項があります。 本学卒業生の 「英語で学ぶ」一助とな

ればと願っています。

大学院教育における最近の話題としては社会人特別

選抜制度の導入があります。 夜間も含め昼夜開講制で

実施している私立歯科大学もすでに数校みられます。

本学も大学院研究科である程度の案が練られておりま

すが，そろそろ実施に向けての具体的な討論をお願い

したいと存じます。

また，従来からの講座をベースとした大学院研究科

ではなく，総合研究所を基盤とした独立研究科を設け

る考えも大学院の活性化につながると思います。 すで

に2003年から松本歯科大学で実施され大きな成果が

期待できると西連寺学長からうかがし、ました。 同じ放

射線学を専攻する最も親しい先輩として，常に気兼ね

なくお話できる気安さからある意味大いに自慢された

わけですが， これも今年から実現に向けて考えねばな

らないと思います。 核となる研究所には国内，国外を

問わず，実績ある研究者を招き，世界に向かつて聞か

れたまったく新しい研究・教育機関にするのだとその

広い人脈を背景に夢を話しておられましたが，まった

く羨ましい限りで思わず「使って下さいよ」と言って

しまいました。

野依先生も，もし人材不足なら数を限って有能な外

国人を登用すれば大いなる刺激になると語っておられ

ます。 中央歯学研究所は「設備から人の時代」に入っ

たと思います。昨年には文科省の科学研究費補助金の

採択件数でも松本歯科大学に大きく水を開けられまし

た。

人材は宝ですロ学部教育卒後臨床研修においては

優秀な歯科医師を，大学院教育においては将来のリー

ダーを養成することに教員の方々は強い使命感を持ち，

学生とともに自分自身も成長していただきたいと切に

望む次第です。 FDにも奮ってご参加下さるようお願い

いたします。

大阪歯科大学広報第 132 号
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大学格付けの時代といわれています。 客観的かっ公

平 ・ 公正な第三者評価に十分耐えられる大阪歯科大学

を築くため，今年は共に熱くなりたいと壇上から強く

希望いたします。

時間の関係で割愛いたしますが歯科衛生士専門学校

3 年制移行，人権問題， Faculty Development，産学連

携については明日といわず今日の午後からもう始動い

たします。 冒頭でも申 しましたように一層のご助力を

慎んでお頼み申し上げます。 大変長くなりましたが，

ご挨拶といたします。

CX) CX) CX) CX) co 

新年E礼会会場の様子

E礼金後の歓談会で挨拶する村上常務理事

C口 C口 ooooooc口 ooc口 Cロ C口 C口 ooooc口 ooc口 ooooc口 ooc口 Cロ C白 C白

一般教育系生物学教室教慢就任
C口 ooc口 ooooooooc口 ooooc口 ooooc口 ooooc口 ooooooooooooc口

平成15年 1 2月 1 日付けで，一般教育系生物学教室

助教授の川合進二郎先生が，教授に就任された。

川合教授の略歴は以下の通りである 。

00 00 C口 C口 00

一般教育系生物学教室教授

川合進二郎（かわい しんじろう）

理学博士

生年月日 昭和 22 年 8 月 21 日

＜学歴＞

昭和4 1年 3 月 広島県広島基町高等学校卒業

昭和42年 4 月 広島大学理学部生物学科入学

昭和46年 3 月 広島大学理学部生物学科卒業

昭和46年 4 月 広島大学理学部研究生

昭和47年 4 月 京都大学大学院理学研究科修土課程

植物学専攻入学

昭和49年 3 月 京都大学大学院理学研究科修士課程

植物学専攻修了

昭和49年 4 月 京都大学大学院理学研究科博士課程

植物学専攻入学

昭和52年 3 月 京都大学大学院理学研究科博士課程

植物学専攻単位習得退学

昭和53年 3 月 理学博士学位取得（京都大学）

＜略歴＞

昭和52年 6 月 京都大学教養部講師（非常勤）

（昭和 55 年 3 月迄）

昭和55年10月 大阪歯科大学助手

（進学課程生物学教室）

昭和55年 4 月 大阪歯科大学講師

（進学課程生物学教室）

昭和63年 4 月 大阪歯科大学助教授

（進学課程生物学教室）

平成1 5年 1 2月 大阪歯科大学教授

（一般教育系生物学教室）
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教鰻就任挨拶

生物学教室川合進二郎
CX) CX) CX)ζ泊 ζE ooc口 ooooooooc口 000000ζXHX:) C口仁泊 C口 CX)co CX) C口

平成15年12月 1 日付けで，

生物学教室教授を拝命いたし

ま した。 教授就任に当たりま

して，これから生物学教室が

本学の教育ならびに研究につ

いて果たすべき役割と，今後

の教室運営について抱負を述

べたいと存じます。

ooooooc口 00

今日の社会と生物学

今日，医療はもとよ り日常の食品生産に亘る広範な

分野に，生物学の知識が必要とされる時代となってい

ます。 たとえば，再生医療や遺伝子治療などの問題が

多くの医療関係者の関心事になっておりますし，また

遺伝子組み換え食品は我々の日常生活の中にまで入り

込みつつあ ります。 こ の よ うな状況にあって ， 生命科

学に対する市民の興味や関心はますます大きくなって

おり，地域医療に携わる歯科医師にとっても，歯科医

療の動向とともに生命科学の動向も理解しておくこと

が強く求められています。 そうした時代的 ・ 社会的要

請の下，歯学教育における生物学の果たす役割はさ ら

に重要になってきているといえます。

と こ ろで，基礎科学の振興はいつの時代においても

重要ですが，近年多くの教育関係者が指摘するように，

残念ながらわが国では初中等教育でのいわゆる「理科

離れ」が進行しており ，その結果として生物学教育が

これからの科学や医療を担 うべき青年に十分浸透して

いない現実があ ります。 新しい時代を生きていくため

に生物学の知識がより多く求められる一方で，それを

担うべき学生の側には生命科学の進歩を理解するため

の基礎的な知識が整っていると は言い難い現状がある，

という認識に到達せざるを得ません。

生物学教育へのとり組み

歯学部における生物学教育が果たす貢献は，し、かな

る時代でも歯学 ・ 医学の基礎を支えるという こと に尽

きると思いますが，上述したような状況を認識するな

らば，これからの歯学部における生物学教室には従前

のものに加えて，次に述べるような課題と役割がより

重要である と考え られます。

本学学生に対する生物学教育の位置付けは，生命現

象全般の基本的な原理と仕組みを理解するための基礎

科学教育と，細胞学や分子生物学など歯学 ・ 医学の発

展を推進していく先端的生命科学の教育，この二つの

方向での学生教育が必要であるといえます。 勿論，こ

の両者は互いに分離されるものではなく ，互いに連続

し密接な連携の下に教育として展開されなければなら

ないものです。 このよ うな課題の下に現状を見て参り

ますと ， 2002年にはじまったカ リキュラム改訂によ

り独立した生物学の講義が廃止され，代わりに「医療

人のための基礎科学」の中で物理学 ・ 化学な どととも

に生物学の一端が講義されています。 しか し，こ の講

義形態で系統的な生物学教育を全学生に対して行うに

は， かなり 時間が不足していると 痛感しており， 今後

の課題としてなんらかの対策が必要であると考えてお

ります。

教室として主に担当する学生は 1 ・ 2 学年の学生で

あり，彼らは大学の教育を初めて経験する学生ですか

ら，教員が学習への意欲を常に引き出すよう 心がけて

接しなければなりません。 大学における初期教育を成

功させるためには，まず教員の側から学生に対 して積

極的に援助の手をさし伸べることが肝要です。 さ らに，

こ の過程で学生が得た疑問や学ぶ動機が，その後の学

習意欲を支えるものでなければなりません。 どのよう

な職業でも同 じですが，とくに歯科医師にとって生涯

学習は自 己の能力と可能性を磨くために必要なことで

す。 そのためには，常に新鮮な疑問を持ち続ける学ぶ

心が必要とされます。 こうした観点に立って，基本か

ら生物学を学びたい学生あるいは高校での学習不足

を認識する学生に対しては学ぶための意欲を引き出す

努力 とともに，それを具体化する新たな学習の場が必

要とされます。 学生の回線に立った生物学教育をさら

に心がけ，実践していきたいと考えております。 この

よ うな視点に立って， 学生とともに歩む過程で，学生

の知識を確認しながらその知識をさらに積み上げてゆ

くような講義や学習の場を構築する努力の大切さを改

めて痛感しています。

大阪街科大学広報第 132 号
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研究課題と教室のあり方

次に，研究についての課題を述べたいと思います。

生命に対する生物学の考え方と して，原核生物のバク

テリアでも，我々ヒトのような高等動物でも，その生

命活動を担う基本的な原理の多くは共通しています。

その一例が， 地球型生物の遺伝情報発現はセントラル

ドグマによって示されるというものです。 とくに分子

レベルにおける生命現象は，生命の祖形がおそらくは

それほど、多様で、はなかったことと，その後の分子的選

択と淘汰によってその多くが共通しています。 これが

我々生物学を学んできた者の生命現象に対する見方の

基本になっています。

ヒトとバクテリアの違いは 一見すれば明 らかなよ

うに形態的にも機能的にもあまりにも大きなものがあ

ります。 さらに生物全般についてみると，その世界は

極めて多様性に富んでいますが，ここで我々 が生命の

進化的なプロセスと生物聞の変異を念頭に置く ならば，

ヒトの細胞で見られる現象でもバクテリアやノ、ェで観

察される事象も互いに比較検討が可能であり，その結

果得られる事実は他の生物種にも敷柿しうるわけです。

こうした生物学の基本的な生命観を正しく反映させっ

つ，現実に要請のある歯科分野の研究課題に応えてい

く，ということが生物学教室の基本的なスタンスにな

ります。

医療はさまざまな実用的な技術によって支えられて

いますが，その多くは基礎的な研究によって生み出さ

れています。 但し，基礎的な研究も医療現場の要求か

ら事離して一人歩きすると形骸化してしまう恐れがあ

ります。 この点において，生物学が歯科医学と連帯を

維持するものであるためには，やはり医療現場からの

ニーズ、に常に目を向けておかなければなりません。 そ

のためには，基礎系講座は言うにおよぱず，臨床系の

各講座とも常に連携を可能にしておくことが大切であ

ります。 生物学教室としては，とりわけ学生と若手の

研究者に門戸を聞き，あるいは具体的に共同研究でき

る環境とテーマを探りながら，大学の各部署と連帯を

強めてゆきたいと考えております。

C口 Cロ exコ CX) CX) 

おわりに

生物学教室は，ここに述べたように教育および研究

のいずれにおいても多くの課題を抱えていると思われ

ますが， これらを数少ないスタッフで対応してし、かな

ければなりません。 私は勿論その先頭に立って課題を

達成するために最大限努力し，目標に向けてj直進する

つもりですが，そのためにはやはり学内の他の教室 ・

講座との連帯連携が不可欠であると痛感しております。

教室の体制を常に外に向かつて自由で聞かれたものに

して，学生や教職員が気楽に立ち寄ってもらえる生物

学教室に してゆきたいと念願 していますので，今後と

も教職員の皆様にはご支援ご協力賜りますよう心から

お願い申し上げます。

C口 C口＝ c口＝＝ C口C口＝＝ c泊＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ c口＝

平成 1 5年度第6学年父兄会開催
=c口＝＝＝＝＝ c口＝＝＝＝＝＝＝＝＝ cロ＝ c口 C口 C口 C白＝

毎年12月中旬に実施している 6 学年単独の父兄会

であり，今年は12月 1 3 日（土）午後 1 時より，楠葉学舎

1 号館 1 階第 1 大講義室において開催された。

当日は， 古跡養之農学長の挨拶，加藤信次父兄会幹

事長の挨拶に続き，井上正義学年指導教授から卒業を

控えたこの時期，卒業後の進路，歯科医師国家試験に

向けての心構え，また，卒後臨床研修歯科医師制度や

6 学年の今後卒業までの日程等についてのきめの細か

い説明がなされた。

その後，第 2 大講義室において学年指導教授を中心

に各助言教員の先生方と父兄および学生も交え三者懇

談で就学状況 ・ 進路について熱心に懇談された。

なお，当日出席されたご父兄は54名であった。

第 6 学年父兄会次第

1 開会 事務部長

1 . 挨拶 学長

父兄会幹事長

学生部長

1 説明 学年指導教授

－ 進路説明

－ 国試対策

－ 今後の日程

・ 国試日程

上回 実

古跡養之虞

加藤 信次

新池 孜

井上正義

1 . 父兄懇談会 各助言教員と面談

大阪歯科大学広報第 1 32 号
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平成 15 年度第 2 回日本私立歯科大学協会
事務局長会議本学で開催

C口＝ c口＝ c口＝ c口 C口＝ c口C口＝＝ c口＝＝＝ c口＝＝＝ c口C口＝

平成 1 5年度第 2 回日本私立歯科大学協会事務局長

会議が，昨年 12月 11 日（木）午後 1 時から本学天満橋

学舎西館 7 階大会議室において開催された。

全国 17私立歯科大学のうち 13大学2 1名が出席し，

本学からは古跡学長をはじめ，田中法人事務部長，前

野法人経理部長，上回大学事務部長が出席した。 会議

は古跡学長の挨拶で始まり 中原泉協会専務理事を

議長に歯科医師国家試験のあり方等について協議した。

日本私立歯科大学協会事務胃長会議

C口＝＝＝ c口C口 C口＝ c口＝＝＝＝ c口＝ c口＝＝＝＝c口ooooc口

平成 1 5年度教職員忘年慰安3会
oooocロ ooc口 0000 00 0000 00 C口 C口 00 0000 0000 00 ooooc泊C口 00

年末恒例の教職員忘年慰労会が，去る 12月 26 日

（金）午後 3 時から附属病院14階のレストラン「プラザ

14」 で開催され，教職員250名が参加した。

今井理事による開宴の辞，佐川理事長の挨拶に続き，

古跡学長の乾杯の発声とともに平成1 5年を締めくく

る慰労会がスター卜した。 やがて，会場の彼方此方で

職種，職場を超えて談笑の輪が広がり，賑やかなうち

に時が経過した。 お楽しみ抽選会では，理事長賞（旅行

券）は教育情報センターの出水さん，学長賞（商品券）

は教務学生課の西本さんが当選されたのをはじめ多数

の商品が用意され， 抽選の度に歓声とため息、が会場を

充たしていた。 夕暮れとともに談笑の輪も徐々に少な

くなり，平成 1 5年に別れを告げた。

平成 1 5年度教職員忘年慰笥会

00 0000 00 0000 0000 00 C口 ooc口 C口 ooooc泊 ooooooooooc口 0000

学位〈博士〉慢与
ooc回 ooooc口 CX) CX) 00 C口 ooooc口 C泊 ooooc泊 ooooc口 C口 C口 ooc泊 C泊

逸見浩史 乙第 1422 号 （平成 1 5 年 1 2 月 24 日）

試作レジン系根幹用シーラーの生体親和性

岡西裕公乙第 1423 号 （平成 1 5 年 1 2 月 24 日）

露出セメント質に対するスケーリングおよびノレート

プレーニング前のレーザー照射の応用について

釜谷晋平乙第 1424 号 （平成 1 5 年 1 2 月 24 日）

口臭検査装置の新規開発

黒田収平乙第 1425 号 （平成 1 5 年 12 月 24 日）

E庁ects of Six Particulate Metals on Osteoblast kuke 

MG 63 and HOS Cells in vitro ( 6 種類の金属粉末が

骨芽細胞様細胞に及ぼす影響）

末瀬裕一 乙第 1426 号 （平成 1 5 年 1 2 月 24 日）

自然発症歯肉炎ラッ 1-- (ODUS/Odu）の歯垢形成感受

性に関する分析

清水一彦乙第 1427 号 （平成 1 5 年 1 2 月 24 日）

乳歯初期う蝕形成ノ号ターンに及ぼす表層エナメノレ質

の影響

奥村信乙第 1428 号 （平成 15 年 1 2 月 24 日）

口腔年齢指標による地域口腔保健評価

岡田友之 乙第 1429 号 （平成 1 5 年 1 2 月 24 日）

学校歯科保健におけるう蝕活動性試験の応用につい

て

堀内浩司 乙第 1430 号 （平成 1 5 年 1 2 月 24 日）

集団における口腔保健状態評価への回帰直線の応用

大阪歯科大学広報第 132 号
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南十字星の国より

シドニー大学学生3名本学を訪問

学生の国際交流に関する小委員会
=c口 C口＝ c口＝ c口C口 C口＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ c口 Cロ

平成16年 1 月 7 日（水）から 20 日（火） にかけて，シ

ド、ニ一大学歯学部の学生，ピーター ・ パイズ君（25 ),

アン卜ニー ・ ベネデット君（23），ネ ッド ・ レストム君

(23）の 3名が本学を短期研修のため訪れた。 シド‘ニ一

大学と本学は， 1996年に「学生の相互訪問に関する合

意書」を締結し，以後毎年学生の相互研修を実施して

いる。 シド、ニ一大学の学生が本学を訪問するのは，今

回で 3 度目である。

ピーター，アントニー，ネッドの 3 名は，昨年の 12

月 31 日に来日した。 関西国際空港には本学から「学生

の国際交流に関する小委員会」委員の岡崎先生，橋本

先生が出迎えに行き，その夜は橋本先生宅に一泊した。

元旦から 5 日までは， 日本でスキーをしたいとの来日

前からの希望により，橋本先生およびワンダー フォー

ゲル部員等とともに，栂池にある本学の厚生施設 「栂

池山の家ヒュ ッテ ・ シルバー」 で過ごした。

7 日 から本学での研修が始まり，まず楠葉学舎にお

いて午前11時から古跡学長，新池学生部長，学生部委

員会委員，学生の国際交流に関する小委員会委員，本

学関係者および本年度シド、ニ一大学歯学部訪問研修に

参加した学生等が出席 して，開講式が行われた。 終了

後，食堂において歓迎の 「昼食会」が聞かれ，午後か

らは楠葉学舎の各施設を見学した。 研修期間中ピータ

ー，アントニー，ネ ッ ドの 3 名は，本学学生および教

員宅へそれぞれホームステイし，日本式の日常生活を

過ごした。 8 日 から 13 日 にかけては，楠葉学舎にて本

学学生に交じって一般教育系，基礎系，そして臨床系

の講義と実習に参加した。 9 日 には，学友会のお世話

により「学生との交流会」 が開催されて 100名近い学

生が集まり，新池学生部長も自 ら参加した邦楽部の演

奏， OBの教員が多数参加した軽音楽部の演奏や， 空

手部による模範演技，そして体育委員会によるエール

等も行われた。 また，楠葉学舎での研修最終日の13 日

にはシド、ニ一大学学生と本学学生との「ディベート J

が活発に行われた。

修了式後の記念写真（芹ーからネット＼ヒーター．アントニー）

大阪歯科大学広報第 132 号
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15 日 からは天満橋学舎において病院実習に参加し，

各科での研修を受けた。 16 日には市内の歯科医院を見

学 し ， 日本の開業医についても知識を深めた。 本学で

の研修最終日の20 日には，午後 6 時か ら附属病院 14

階にある 「プラザ14」において「研修修了式」 が行わ

れ， 古跡学長，新池学生部長をはじめ多数の本学関係

者および学生と と もに， お世話になったホームステイ

先のご家族の方々も出席した。 引き続き 「さよならパ

ーテ ィ ーJ が開かれ， 2 週間にわたる本学での研修は

和やかな歓談のうちに幕を閉じた。

本学での研修終了後， 3 人は観光と研修を兼ねて，

福岡，広島，東京を訪問し， 2 月 2 日 （月）日本での全

日程を無事終え，関西国際空港から帰国の途についた。

今回のピーター，アントニー， ネ ッドの 3 名の本学

での研修についてお世話いただいた関係者各位，なら

びにホームステイ先を提供していただいた東原さん，

安野谷さん， 能登原さん，江原さん，福武さ ん，橋本先

生，岡崎先生およびそのご家族の方々には改めてお礼

申し上げます。

学生交流会にて（左からアントニ－ ， I::＇ーターバッド）

楠葉学舎「屋内」全面禁煙に

5月 1 日より実施
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楠葉学舎では，平成 16年 5 月 1 日 （土）より屋内で

の喫煙が全面的に禁止になります。研究室，事務室，廊

下はもちろんのこと休憩室等も禁煙となり ， 屋内での

喫煙は一切禁止になります。 なお，屋外には喫煙場所

を数箇所設けますので，その決められた場所で喫煙し

てください。

楠葉学舎で、の禁煙については，昨年 9 月から学生部

委員会で検討され，私立歯科大学の学内禁煙状況の調

査を経て，今年 1 月 の教授会で承認されました。 学生

および教職員には， 「禁煙ポスター」 と 「禁煙ノ号ンフ

レット J により， 5 月 1 日 屋内全面禁煙に向け周知徹

底をはかります。

牧野学舎校地の一部老人クラブに開放

グランドゴルフで地域の輪広がる
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牧野学舎の校地の一部が 地元老人クラブ 「南寿会」

のグランドゴ‘ノレフ場として地域に開放されています。

昨年10月，中司枚方市長から本学古跡学長宛に校地

の一部（楠葉中宮線道路を隔てた通事午、「飛び地」 ）の借

用について要望書が提出され，牧野本町南自治会，枚

方市，本学で協議した結果， 一定の条件の下 「飛び地」

の借用を認めたものです。 牧野本町南自治会の老人ク

ラブ「南寿会」 は，昨年11月から寒い中 「飛び地」の

整地作業（草刈 り ・ 盛り土等）を自主的に行い，今年に

入りようやくグランドゴルフができる状態にまでなり

ました。

「南寿会」 では，地域の活性化と住民の親睦を目的

に月 ・ 水 ・ 金曜日の午前中，有志がグランドゴ．ルフを

楽しんでいます。 一方，清掃面 ・ 管理面においても住

民が自主的に行っているため，環境面や維持費におい

て大学にとってもメリ ッ トになっています。 まさに，

老人パワー健在なり 。

グラン ドゴルフを楽しむ南考会の皆さん

大阪前科大乍広報第 1 32 号
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昇 任

生物学教室 教授 川合進二郎

Hl5. 12. 1付

退 職

薬理学講座 講師 伊達 昌孝

Hl5. 12. 1 4付

歯科矯正学講座 助手 来田里衣子

Hl6. 1. 3 1付

委 嘱

平成1 5年度 F D委員会委員

小正 裕 ，小谷順一郎

林 宏行 ， 前回 照太

以上 H l 5 . 12. 24付

財務企画委員会委員 田中 昭男

Hl5. 12. 26イ寸
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住所変更

本山正治 小児歯科学講座

〒 584一0082 富田林市向陽台4- 1-8- 110

TEL 0721 28-1954 

一居真代細菌学講座

干 596一0808 岸和田市三田町1 855

TEL 0724-43-6073 

土佐淳一 有歯補綴岐合学講座

〒 560 0022 豊中市北桜塚3-9-25

TEL 06-6857-7808 

山本智恵 附属病院看護師

干 571 -0064 門真市御堂町19 5 205 

TEL 06-6900-0104 

～ご結婚おめでとう ございます～

附属病院 看護師 山本 智恵（旧姓下回）

～お悔やみ申し上げます～

歯科理工学講座 秋山 真理 ご母堂様逝去

口腔衛生学講座 永目 誠吾 ご尊父様逝去

法人調査室兼秘書課 池田 良則 ご尊父様逝去

C口 ooc口 0000 c口 C口 ooc口 ooooooc口 C口 C口 C口 ooooooc口 C口 ooooc口

あとがき
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一余談一

昔話を 2 つ。 昔， 1 ドノレは 360円でした（固定相場制） 。

では， 何故 1 ド、ル＝ 360円に決まったか。 戦後の昭和

24年，ドソレと円の交換レー トを決める際，円の意味を
聞いたGHQの担当官が 「円は360度だ。 1 ド、／レは360

円にしよう 」 ということで決まったらしい。 ウソのよ

うなホントの話。 ちなみに 「 円 j という通貨は明治

4年の「新貨条例」でそれまでの 1 両を 1 円 とする こ

とで誕生した。 また，当時 1 ドルは 1 円であった。 そ

の後，円は昭和46年のニクソンショックを経て現在の

変動相場制に移行した。

続いて， 正露丸の話。 正露丸のもとの名前は征露丸

であった。 征露丸は明治35年に誕生した。 日露戦争の

2 年前のことであり ， 当時の時代を反映して強国ロシ

ア（露国）を征伐するという意味を込めて 「征露丸」と

命名された。 当時の日本の軍隊では，戦闘で戦死する

よりも外地での衛生状態の悪さから病死するほうが多

く，征露丸は兵士の命を守る携行薬であった。現在， 多

くの製薬会社から正露丸と名のつく商品が製造されて

おり，昔のまま征露丸という名前のと こ ろもある。 日

露戦争から 100年が経過した。

C口 C口 00

何とか， 「ODU NEWS」として第 2 号が出せまし

た。 第 1 号もいろいろと厄介なトラブルが発生し，予

定より大分遅れてしまいましたが，今回もようやく発

行する こ とができました。 まさに，前途多難 ！ 無理難

題を克服すべく，五里霧中の中を暗中模索の状態。

トピックス記事への皆さんからの投稿を期待してい

ます。 広報委員会の「andoJ または「matumura J ま

でメ ールをお送りください。
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